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平成２１年１１月３０日 

各 位 

会 社 名  星 光 Ｐ Ｍ Ｃ 株 式 会 社 

代表者名 代表取締役社長 乗越 厚生 

   （コード：４９６３ 東証第２部） 

 問合せ先 取締役経営企画管理室長 岡 真 

    （TEL．０３－６２０２－７３３２） 

 

 

ハリマ化成株式会社との業務提携に関するお知らせ 

 

 

当社は、平成２１年１１月３０日開催の取締役会において、以下の通り、ハリマ化成株式会社（以下、「ハリマ

化成」と言います。）との間で、ロジンサイズ剤事業に関する業務提携を行うことについて決議いたしましたので、

お知らせいたします。 

 

 

１．業務提携の理由 

製紙用原料のロジンサイズ剤につきましては、ここ数年の中国産ガムロジンを初めとする原材料価格の高騰

と、国内紙生産の減少によって、両社とも事業を継続するための収益を確保することが難しい状況となって

います。 

今後の製品の安定供給、顧客サービス維持のためには、生産コストの改善が喫緊の課題となっています。 

 

２．業務提携の内容等 

（１）業務提携の範囲 

ロジンサイズ剤の最適生産体制の構築、使用原料の共同調達が業務提携の範囲です。製品の改良・開発研

究、営業・販売活動は、従来通り両社が独自に行っていきます。 

（２）業務提携の内容 

①ロジンサイズ剤生産体制の最適化 

現在、当社は千葉工場（千葉県）・水島工場（岡山県）、ハリマ化成は加古川製造所（兵庫県）・富士工場（静

岡県）でそれぞれロジンサイズ剤の生産を行っています。 

ロジンサイズ剤の生産・物流コストを最小化するために、相互生産委託を初めとした最適生産体制構築の

検討・実施を共同して行います。 

②原料の共同調達 

ロジンサイズ剤の主要原料であるロジン（松脂／まつやに）は、日本においては中国産の輸入天然ガムロ

ジン（ＣＧＲ）と、製紙用パルプ生産時の副産物である粗トール油から工業的に生産されるトール油ロジ

ン（ＴＯＲ）が主に使用されており、ハリマ化成は、日本における唯一のＴＯＲ製造メーカーであります。

その利点を生かし、両社は原料価格及び調達の安定を目指して、ロジン及びその他原料に関して共同調達

を図っていきます。 
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３．業務提携の相手先の概要 

（１） 名 称 ハリマ化成株式会社 

（２） 所 在 地 大阪府大阪市中央区今橋４丁目４番７号 

（３） 代表者の役職・氏名 代表取締役社長 長谷川 吉弘 

（４） 事 業 内 容 合成樹脂、製紙用薬品、油化学製品、記録材料、電子材料などの製造及び販売

（５） 資 本 金 10,012百万円 

（６） 設 立 年 月 日 昭和22年11月 

（７） 大株主及び持株比率 長谷川興産株式会社 17.48％ 

長谷川 吉弘 4.81％ 

株式会社三井住友銀行 4.19％ 

財団法人松籟科学技術振興財団 3.08％ 

ハリマ化成共栄会 2.80％他 

（８） 
上場会社と当該会社 

と の 間 の 関 係 

資 本 関 係

当社と当該会社との間には、記載すべき資本関係はありま

せん。また、当社の関係者及び関係会社と当該会社の関係

者及び関係会社の間には、特筆すべき資本関係はありませ

ん。 

人 的 関 係

当社と当該会社との間には、記載すべき人的関係はありま

せん。また、当社の関係者及び関係会社と当該会社の関係

者及び関係会社との間には、特筆すべき人的関係はありま

せん。 

取 引 関 係

当社は、当該会社から原料を購入しております。また、当

社の関係者及び関係会社と当該会社の関係者及び関係会社

の間には、特筆すべき取引関係はありません。 

関連当事者への

該 当 状 況

当該会社は、当社の関連当事者には該当しません。また、

当該会社の関係者及び関係会社は、当社の関連当事者には

該当しません。 

（９） 当該会社の最近３年間の連結経営成績及び連結財政状態 

決算期 平成19年３月期 平成20年３月期 平成21年３月期 

 連 結 純 資 産 27,285百万円 28,573百万円 27,179百万円

 連 結 総 資 産 46,188百万円 48,696百万円 44,818百万円

 １ 株 当 た り 連 結 純 資 産 1,026.52円 1,065.12円 1,012.17円

 連 結 売 上 高 35,548百万円 38,552百万円 35,327百万円

 連 結 営 業 利 益 1,717百万円 1,518百万円 524百万円

 連 結 経 常 利 益 1,995百万円 1,812百万円 385百万円

 
連 結 当 期 純 利 益 又 は 

連 結 当 期 純 損 失 （ △ ） 
1,863百万円 2,607百万円 △413百万円

 
１株当たり連結当期純利益 

又 は 当 期 純 損 失 （ △ ） 
71.75円 100.41円 △15.94円

 １ 株 当 た り 配 当 金 15.00円 18.00円 12.00円
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４．日 程 

（１） 取 締 役 会 決 議 平成２１年１１月３０日 

（２） 業務提携契約締結 両社協議の上、逐次進めてまいります。 

 

５．今後の見通し 

業務提携による業績への影響につきましては、平成２１年１１月６日に公表した平成２２年３月期通期の連

結業績予想に与える影響は軽微であります。 

 

以 上 

 

（参考） 

１．当期連結業績予想（平成２１年１１月６日公表分）及び前期連結実績 

 連結売上高 連結営業利益 連結経常利益 連結当期純利益 

当期連結業績予想 

（平成22年３月期） 
21,770百万円 1,330百万円 1,370百万円 900百万円

前期連結実績 

（平成21年３月期） 
24,047百万円 714百万円 753百万円 353百万円

 

２．製紙用ロジンサイズ剤 

サイズ剤は、紙（印刷情報紙・段ボール原紙等）に対する水の吸収や浸透を抑制あるいは防止したりして、

紙の筆記性（水系インキのにじみ止め等）や印刷性を改善するための薬品です。ロジンサイズ剤は、ロジン

（松脂／まつやに）を原料とするサイズ剤です。 

 

３．ロジン 

ロジンはその生産方法によってトール油ロジン、ガムロジンなどに分類されます。トール油ロジンは、松材

よりクラフトパルプを製造する際に、松材中の樹脂成分が粗トール油と呼ばれる副産物として回収され、こ

の粗トール油を精密蒸留（沸点の差を利用して各成分に分離、精製する方法）することによって得られます。

トール油ロジンは米国、欧州の他に、日本では唯一ハリマ化成において生産されています。また、ガムロジ

ンは、松の木の幹に傷をつけ、分泌する生松脂（なままつやに）を採取し、蒸留（沸点の差を利用して成分

を分離する方法）することにより、低沸点成分のテレピン油を分離して得られます。ガムロジンは、中国が

最大の生産国です。 

 


